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山口３２ｍ用デュアルＸ帯受信機の発振調査 
藤沢健太 

 
山口３２ｍのＸ帯受信機の発振について、３月２３日に下村さんからお問い合わせのあ

った項目について調査しました。 
結論は、「ＣＨ２の出力を終端しても、ＣＨ１の発振は止まらない」です。 

 
確認手順 
１）ラックのコネクタパネルのＣＨ１をスペアナに接続する。正常のバンキャラが確認さ

れた（図１）。このときＣＨ２のＬＮＡはＯＦＦの状態。 
 

 
 

図１．ＣＨ２のＬＮＡがＯＦＦの状態で見たＣＨ１の出力スペクトル 
 
 
 
 



２）接続はそのままでＣＨ２ ＬＮＡ ＢＩＡＳをＯＮにした。ＢＩＡＳ基板のアクリルカ

バーを４箇所のビスを外し、外してあった±１５Ｖのコネクタを差した。その結果、

ＣＨ１の出力スペクトルが変形し、９．６ＧＨｚに発振が現れた（図２）。これで１９

日の状態を再現した。 
 

 
 

図２．ＣＨ２を動作させると、ＣＨ１に発振が現れた 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３）この状態でＣＨ２受信機出力のセミリジットケーブルを外し、ＣＨ２受信機出力にダ

ミー（今回は２０ｄＢアッテネータを使用した）を接続した。その結果、発振が止ま

るかどうか確認したが、発振は止まらなかった（図３）。スペクトルにも変化は見られ

なかった。 
 

 
 

図３．ＣＨ２の出力に２０ｄＢアッテネータを接続した結果 



４）ＣＨ２の電源をＯＦＦし、接続をもとの状態に戻した。ＣＨ１のスペクトルは１）の

状態に戻った。 
 

 
 

図４．もとの状態に戻ったスペクトル 


